















































































「 西 行 も
いくらの豚も
し





「 日 本 昔
話 通 設 」
（ 同 朋 舎 ） 第 十 九 巻 P
.635 か ら 引 用 し た 。
な お 、 類 話 に あ る 歌 は い ず れ も 下 の 句 共 通 で 、
•西行はいかなる旅もしてみたが
． ． ．
． ． ． ． ． ．
（ 勝 田 郡 奈 義 町 ）
• 西 行 は い く た の 旅 も し て み た が ：
．．．．．．．
．．
（ 苫 田 郡 阿 波 村 大 高
下 ）
である。川柳との関迎で当話型が論じられたとは管見にないので記事に
し た の で あ る が 、 た と え ば 「 日 本 史 伝 川 柳 狂
句
J




r 西 行 は い か な る 旅 も し て 見 た が 萩 の








― ― 八 ・ 八 オ
此 所 西 行 無 用 萩 の 莞
八 四 ・ ニ ー ウ
＇
… … • • ' 萩 の 寺
一 四 0 ・ ニ ウ
萩 寺 へ 来 て 西 行 の 物 語
六 一 ' 1 0 ォ
夏 枯 の 卓 に 西 行 首 を た れ







典 文 庫 第 三 六 四
冊 P
.
1 6 7 ~ 
168) 
短詩型である こ と
の 制 約 か ら し て 、 川 柳 の 句 柄 に は 世 上
既 知 の 話 題 を 要 約 し て は め こ ん で 、 宮 葉 の 捻 り を 加 え て 捉供すると
い う 例 が 多 い の で 、
こ の 各 句 も
その類と見れば、
昔 話 「 萩 の は ね 森 」 あ る い は そ の 原 態 の 話 柄 の 流 通 し た 時
（ 注 3 )
期が近くともこ
の
句 群 の 年 次 以 前 （
文 化 四 年 以 前 ） に
湖る、と判断してよかろう。
ま た そ れ が 組 （ あ る い は 蟹 ） の 上 だ っ た の で 、 動 き だ し た fu を見 て 〈 西 行 も い く ら の 旅 も し て
み た に 糞 の ほ う た は こ れ ぞ 見 は
k
じ め 〉 と 歌 い 、 亀 が 歌 い 返 す 「 西 行 と 印 」 。 こ の 話 柄 は 下 が かった話なので〈とりの話（最後の話）〉とされ、さらに続けて他 の 話 を し な い こ と も あ る 。こ れ も 岡 山 県 で の 事 例 に つ い て 見 ろ こ と に す る 。「 （ 原 題 ・ 弘 法 大 師 と 組 ）





りて、まあ用事ゅうすまあて、逃げちゃったんじゃそうな。逃 げ て か ら 後 へ 向 い て 見 り ゃ あ 、 お ん と り 、 お ん と り 歩 きょうるげな。まぁ、
こんなぁえらいことじゃ
の う 思 う て 、
「 長 年 、 長 年 旅 ゅ う













































































祖 型 的 な 狂 歌 話 は 句 吟 当 時 流
布していなかっただろうか、
と俳句に
つ い て は 門 外 殺 で あ る 私 は 夢 想 す る 。 例 え ば 、 品
・根県の
「 （ 原 題 ・ 西 行 の 歌 く ら ぺ 、 梗 瓶 ） の 部 分
・・西行が谷川で菜を洗っている十二、三歳の娘が自分をじっと見ていろのに気づき、「十二や三の小娘が、恋路の道を知ることはなろまい」と詠むと、娘は「おおそれや谷あいのつ
つ じ 椿 を 御 覧 な い 、 せ い は 小 さ い が 花 は 咲 き ま す 」
． と 詠 み 返 す
。
（ 中 略 ） こ う し て 西 行 は い た る と こ ろ で 歌 に
負けたという。（匹見P.
2 2 9 ) 
島根県芙 猿 郡 匹 見 町 下 道 川 ・ 男 ( r 日 本 昔 話 通 観 」 第




ま た 「 富 士 見 西 行 」 の
話
題 は 、 当 時 ど う で あ
っ




た 西 行 は 、 至 極 、 親 し め る 人 柄 で あ る 。
西 行 に つ い て の 庶 民 の 感 想 は 例 え ば 、
ながれ
「 唄 に 上 手 じ ゃ 小 唄 に 上 手 ／ む
か し
西 行 の 後 裔 か や
むかし西行
の な が れ じ ゃ な い か ／ む か し 西 行 の 宿 を し た
（ 庭 歌 — 員 弁 ． 菰 野 ）富 士 の 裾 の で 西 行 さ ん が ひ る ね ／ な に を 枕 に ／ 田 古 の 浦（ 庭 歌 1 度 会 ・ 鵜 含 ）
•9







.4 5 お よ び p g
」
という政に示されているようなものででもあったろう。
以 上 で 岡 山 県
に見られ
る 「 西 行 話 」 （ の そ の 一 半 で あ る
「 西 行 と 女 」 ） の 諸 形 の 紹 介 を 了 え た が 、 念 の た め 、 「 江 口 」の 話 題 を と り 入 れ た 昔 話 を 紹 介 し て お く 。 集 成 で は 同 じ く「西行と女」に収合されてある。「 （ 五 二 八
西 行 と 女 ）
岐 阜 県
0 大 野 郡 ーー 酷虎 が 汚 い




こ そ か た か ら め 仮 の 宿 を 惜 し む 君 か な 」 と 詠 む と 、 女 は 笑顔 に な っ て 泊 め る 。 （ 丹 生 Ill ． ー ニ 六 番 ）
r 日 本 昔 話 大 成 」 第 九 巻 P お 2 」
また、この例話と並ぺてある、西行が破ケ岳に登って、
「名も高き鼓ケ岳に来てみれば西も東もたんぼぼの花」とま ず 詠 み 、 他 人 か ら の 示 唆 を 受 け て 初 句 の 「 名 も
高 き 」
を
鼓 と 呼 応 す る
「 音 に 聞 く 」 に 、 三 句 の 「 来 て み れ ば 」 を 「 う
ら 見 れ ば 」
に
修 整 す る 話 柄 は 近 世 に も て は や さ れ た も の ら
し く 、 こ れ も 川 柳 に 数 多 く 詠 ま れ て い る 。
．
































































































































































































































































之 塚 よ り 生
ず 故 二 鈍 草 卜 名く）〉「苓荷女房 」
文 は




組 知 仏 に
問 ヰ啜暇盛ら 以 ＞ 伺 可
＞
食仏
答 日 六 月 土
用 に 日 に 曖 れ 可 ＞ 死 （ 云 云 ） 〉 「 鉦 矧 と 土 」







567〈 須 弥 山 を 飯 にし大海を汁とし虚空を呑めど 喉 に 遮 ら
令マ）
ず （ 一 休 和 尚 ） 〉 大 話










燕は女にてお鉄漿 付 身 培し得不＞遇と い へ り 〉
「雀孝行」
xxx 文 つ か う
し リ 之 つ か い
粉
7
〈 昔 先 箇 様猿の尻は真赤な（昔咄ノ結語 也 ） 〉
じ リ 之 っ ふ ぃ
4 6 5 〈 猿の尻は真赤な（昔咄の結句）〉






．．． ． ． 


















「先箇 様 」 と 当 時の意味
理解
も














/づ く 猿0 花 面
現く し の形 は
行 し → 尻--, ま・


















 ぃr卜心Lit F． ’ 9 n ＇ ー L "
し
t， し けじ ’ , ’ L!L " i 直 ー
， 9 11 ト重一
0
五 月 、 中 国 の 学
者に会っ
て 、 昔 話




ら 2 〈 お 屁勢し が 出 れ ば 咄 の 仕 舞 じ ゃ げ な 〉
号
）




が 、 咄 本 r 鹿 子 餅 」 （ 明 和 九 年 ） の 巻 末 に 「 下 司 咄
屎 果 以 ＿ 一 古 語
l
先 此 巻 是 切 」 と
あ る 。
（ マ マ ）









こ の 詞 章 は 見出 し に な
っ て い
て 、 以卜 「 尤 の 草 子 」 等 の
類 似咽草 の 引 用 が あ る 。 r 尤 の 草
紙 」
に
は 「 京 わ ら は ぺ の
小 う た な り 」
と あ る 。
「 昔 話 の 周 辺 」 国 語 通 信 一 六 六 号
注2
X 
と い う 系 統 図 が 組 み 立 て ら れ そ う で あ る 。
箪謡あ
るいは
． ． ． 
:,' と し た の
は 、 童 謡 か ら 昔 話 へ の 流
れが
あっ
た と も 、 そ の
逆 で あ っ た と も 考 え ら れ
る
か ら で あ る 。 「 r と り の 話 」 小
考 」 に 挙 げ ら れ た 結 句 「 ど ん び ん 三 助 猿 ま な こ 、 猿 の け っつさとほう焼いて
ぶっ
つ け ろ 」 （ 山 形 県 北 村 山 郡 ） は 、 前
記窟謡との関連の強い事例であろう。
x 
管 見 の 狭 い ま ま で ポ 悶 き 記 し た の で 諸 先 学 の 論 考 に 就 い て
参 看 す る こ と も 少 く 、 妄 説
に
過ぎぬかとの不安を抱いてい
る 。 特 に 芭 菊 の 句 に つ
い て の 感 想 は 独 断 そ の も の で あ ろ う
x 
衣 服 の 色 と 宝 （ 金 銭 ） の 種 類 に つ い て 、 「 翌 怪 録 」 「 稽 神録 」 に あ ろ 記 事 に 着 目 し た と 話 す と 、 「 「 酉 閤 雑 俎 」 も 見ろとよい
J
と 示 唆 さ れ た 。 折 り よ く










雑 誌 「 I T A N 」 四 十 九 年 九 月 号 に 花 咲 一 男 氏 が 紹 介 さ











． ． ． ． ． 
，例の米倉
が
絵 入 り で 載 っ て い て 、
「打出
し た 子 免 く ら よ り
は お と り け り
欲 に 眼 の 見 へ ぬ お
や じ ハ 」 と 歌 が 添 え
てあ
っ た 。
0 昔 話 と 直 接 の 関 係 は な い が 、 よ く 話 題
に な
る 枕 草 子 の
「冬の月
j
が 〈 師 走 の 月 と 老 女 の 仰 鯨 と は 吋 ま じ き も の と
（ 消 少 納 言 枕 草 紙 ） 〉 と し て 「 た と へ づ く し 」 P
.5 1 6 に 記
載されている。
-85 -
日
本文学ノート院
女子大学）
日本文学論集
第三号（大東文化大学大学院）
日本文学論稿
第十号
（東北大学文芸談話会）
日本文芸学
第十
五号、
第十六岳、
第十七号（日本文芸学
会）
日本文芸研究
第三十二巻第三 、
第三十三巻第三号（関
西学院）
ノートルダム消心女子大 紀要
第五巻第一号
俳句文学館紀要
第一号（俳人協会）
梅光女学院大学文学部紀要
16
花園大学研究紀要
第十一号
第十四号、
第十五号、
第十六号（宮城学
研究室受贈因書雑誌目録
vn
し）‘；
-.`(f,4,1,t,．しくi
:'i-•
し）
li��,4,1,’9...’i,,I’卜．
し、
また、
「たとへづくし」の各項については、
続巻を十
、既に論じられたであろ
•分に参照できぬ忽卒の指摘であり
う項目も確かめえぬままでの記述であることをお詫びし、c
批正を仰ぐことにさせて頂く。
（八
十一年十月三十一日記）
（市立岡山商業高校勤務
・「
．日
本昔話通観」編集委貝）
花園大学因文学論究
第九号
藤女子大学国文学雑誌
28
冨士論殴
第二十六巻第一号（宮士短期大学）
文学研究科論集
第八号
（国学院大学大学院）
文学研究稿
第三号（文学
研究稿の会）
文学史研英
21
.22（大阪市立大学）
文学論輯
第二十七号（九州大学）
文学論叢
第
六
十五輯（愛知大学）
文学論躁
第五十五号（東洋大学）
文芸研究
第九十四集、
第九十五巣、
第九十六集、
第九十
七集、
第九十八集（日本文芸研究会）
文芸と思想
第四十五号（福岡女子大学）
文芸と批評
第五巻第四号、
第五号、
第六号（文芸と批評
の会）
文芸論殴
第十五号（大谷大学）
文献探究
7
.8（九州大学文献探究の会）
文研論集
第七
号（専修大学大学院）
文莫
第六号（鈴木腺学会）
文林
第十五号（松蔭女子 院大学）
方言研究年報
続六（広品方言研究所）
武血川国文
第十八号（武庫川女子大学）
百舌馬国文
第一号（大阪女子大学大学院）
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